
１月定例記者会見事項書 

 

2024（令和６）年１月９日（火）午前 11 時～ 

市役所本庁舎４階 庁議室 

 

１. 市長からの発表 

（１）芭蕉翁生誕 380 年記念事業の公式ポスター、ロゴを作成・・・・・・・（資料№１） 

 

（２）移住体験施設「いやしのさと 癒里
ゆ と り

」のオープン・・・・・・・・・・（資料№２） 

 

（３）「第 64 回伊賀地区駅伝競走大会」の開催・・・・・・・・・・・・・・（資料№３） 

 

２．１月の主な行事予定 

（１）人権啓発パネル展の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料№４） 

  日  時 会場により異なります（詳細は別紙をご覧ください） 

  場  所 伊賀市本庁舎、寺田市民館、いがまち人権センター 

  内  容 「部落差別解消推進法」、「障害者差別解消法」 

「感染症に起因する差別をなくすために」 

「女性と子どもの貧困」 

  担  当 人権生活環境部 人権政策課（電話 0595-26-9683） 

 

（２）伊賀市本庁舎アート情報（１月展示）の開催・・・・・・・・・・・・（資料№５） 

 日  時 １月４日（木）～１月 31 日（水）※華道は 1/4から2/2まで 

午前８時 30 分～午後５時 15 分（市役所の開庁時間に準ずる） 

場  所 伊賀市本庁舎（４階）市民ミニギャラリー 

                     （１階）玄関横 

内  容 （４階） 伊賀市寄贈作品の展示 

書作品  芭蕉句  藪中
やぶなか

 恭 堂
きょうどう

 

（１階） 伊賀市寄贈作品の展示  

         絵画「龍
りゅう

（重陽
ちょうよう

の菊
きく

）」 ほか 2 点  穐
あき

月
づき

 明
あきら

 

     華道：伊賀華道協会 

担  当 企画振興部 文化振興課 美術博物館建設準備室（電話 0595-41-0400） 

 

（３）子育て相談広場「にんにんパーク」事業の開催 ・・・・・・・・・・・（資料№６） 

日  時 １月 14 日（日）、２月 11 日（日）午前 10 時～午前 11 時 30 分 

場  所 上野南公園「にんにんパーク」内（伊賀市ゆめが丘七丁目 13 番地）  

内  容 １月 14 日（日）クルクル回るコマを作って遊ぼうの巻 

     ２月 11 日（日）けん玉を作って遊ぼうの巻 

担  当 健康福祉部 こども未来課 子育て支援室（電話 0595-22-9665） 

 

３．その他 



2024（令和 6）年 1月9日定例記者会見（資料№１） 

担当連絡先 

芭蕉翁生誕 380 年記念事業 

実行委員会事務局 

企画振興部 文化振興課 

担当者名：西村、松尾 

電話番号：0595-22-9621 

 

   芭蕉翁生誕 380年記念事業の公式ポスター、ロゴを作成 

 

１ 発表内容 

（１）目的 

   芭蕉翁生誕 380年記念事業の周知のため、ポスターとロゴを作成しました。 

 

（２）内容 

   多くの人に芭蕉さんのふるさとが伊賀であることを伝え、伊賀の魅力を発信してい

くため、キャッチフレーズを「おかえり、芭蕉さん ふるさと伊賀へ。」としていま

す。ポスターのキービジュアルとロゴの「芭蕉クン」キャラクターは、伊賀市出身の

アニメーション作家・イラストレーターである古川タクさんに描いていただきまし

た。（イラストコンセプトなどは裏面をご参照ください。） 

 

（３）部数 

   Ａ2ポスター 2,000部 

 

（４）配布先 

   市内公共施設、自治会、学校、 

関係自治体、協賛事業者 など 

 

 

  



 

 

古川タク 
ふるかわたく 

 

1941年 

三重県伊賀市生まれ 

三重県立上野高等学校 

大阪外国語大学イスパニア語学科卒業 

 

芭蕉翁生誕 380年記念事業 

デザインアドバイザー 

 

アニメーション作家、イラストレーター。  

63年にTCJ を経て久里実験漫画工房入社、アニメーションの技法と思考を学ぶ。70年に

独立してタクン漫画BOX を設立。69年より『牛頭』を始めとしてシンプルな短編アート・

アニメーションの傑作を次々に発表する。イラストレーターとして、エディトリアル、広告

の世界で活動するかたわら、自作の短篇アニメーション作品を作り続けてきた。画集。『ザ･

タクンユーモア』ほか、数々の画集・絵本を著す。NHK のテレビ「みんなのうた」のアニ

メーション、CMアニメーションなどで幅広く活躍。2023年は画集「takupedia」の刊行、

また国立新美術館での JAAイベントで古川タク作品集特別プログラムが上映された。 

受賞／アヌシー国際アニメーション映画祭審査員特別賞、文芸春秋漫画賞、毎日映画コンク

ール大藤信郎賞、朝日広告賞、文化庁メディア芸術祭優秀賞など 

受章／紫綬褒章、旭日小綬章 

日本アニメーション協会（JAA）名誉会長 新千歳空港国際アニメーション映画祭名誉実行

委員長、インターカレッジアニメーションフェスティバル（ICAF）名誉委員長 

 

【イラストコンセプト】      生誕370 年時のポスター➡ 

前回の生誕 370 年記念事業の時は、「旅しよう。」というキャ

ッチフレーズから連想し、江戸（東京）の芭蕉庵から故郷であ

る伊賀へ旅立つ芭蕉さんを描きました。 

今回は、各地を旅した芭蕉さんが伊賀へ帰ってきて着地したと

いう設定になっています。 

ふるさとの風景の中、懐かしい人々に囲まれた芭蕉さんがうれ

しそうに一句詠む姿を想像しています。 





 

 

2024（令和６）年１月９日定例記者会見（資料№２） 

担当連絡先 

企画振興部 地域創生課 移住定住係      

担当者名：中村 

電話番号：0595-22-9680 

 

移住体験施設「いやしのさと 癒里
ゆ と り

」のオープン 

 

＜発表事項の内容＞ 

  伊賀市博要地区に空き家を活用した移住体験施設「いやしのさと 癒里
ゆ と り

」が1月14日

にオープンします。この施設の開設は、昨年４月に着任した地域おこし協力隊の吉田隊員

の活動の一つです。吉田隊員は、自らのミッションの一つに「空き家を活用したイベント

開催等により、博要地区への来訪者や移住希望者を増やす取組み」を掲げています。今回

の移住体験施設の開設は、博要住民自治協議会、地域の方と連携して取り組んできたもの

で、ミッション遂行への大きな足掛かりになります。 

  オープン後は、移住体験メニューを通して博要地区への来訪者が増え、移住希望者の増

加へ繋がっていくことが期待できます。 

 

＜施設の概要＞ 

  ◆名 称：いやしのさと 癒里
ゆ と り

 

  ◆所在地：伊賀市種生2385番地 

  

 



  2024（令和６）年１月９日定例記者会見（資料№３） 

担当連絡先 

企画振興部 スポーツ振興課 

担当者名：中谷 

電話番号：0595-22-9635 

 

「第 64回伊賀地区駅伝競走大会」の開催 

 

１ 発表事項の概要 

 「伊賀地区駅伝競走大会」を開催します。 

 

２ 発表内容 

（１）目的 

スポーツ活動を通じて体力づくりの推進を図り、健康で明るい地域社会づくりと

青少年の健全育成に努める。 

 

（２）日時 

１月 28日（日）※荒天中止 

   午前 8時 30分【開会式】（ゆめぽりすセンタ―駐車場） 

                 ※雨天の場合ゆめぽりすセンタ―２階大会議室 

   午前 10時 00分【スタート】全部門共通（伊賀市教職員住宅前） 

   午後 0時 05分【お楽しみ抽選会】（ゆめぽりすセンタ―駐車場） 

   午後 0時 30分【閉会式】（ゆめぽりすセンタ―駐車場） 

                 ※雨天の場合ゆめぽりすセンタ―２階大会議室 

  

（３）場所・コース 

  ゆめが丘地内、15.1ｋｍコース（５区間） 

 

（４）エントリー 

  ①男子の部：47チーム ②女子の部：２チーム ③オープンの部：７チーム  

   合計：56チーム （前回大会：44チーム） 

 

（５）主催者 

  伊賀地区駅伝競走大会実行委員会 

 

（６）その他 

  参加賞は第64回伊賀地区駅伝競走大会タオルです。 



大  会  日  程 
 

１ 受 付                            ＜ゆめぽりすセンター駐車場＞ 

  ・駐 車場係（７時００分～７時１５分） 

  ・交通整理員（７時３０分～７時４５分） 

  ・交 通係員（７時３０分～８時００分） 

・監督、１区選手、１区付添い者（８時００分～８時３０分） 

  ・２区～５区選手、付添い者 （８時４５分～９時３０分）＜※各中継所＞ 

 

２ 開会式 （８時３０分）                   ＜ゆめぽりすセンター駐車場＞ 

  （１）開会宣言 

  （２）優勝杯並びに優勝トロフィーの返還 

  （３）大会委員長挨拶 

  （４）伊賀市長激励のことば 

  （５）祝辞 

  （６）来賓紹介 

  （７）祝電披露 

  （８）競技上の諸注意 

  （９）選手宣誓 

 

３ 点呼                             ＜各中継所＞ 

   ・第１点呼 ※受付をもって第１点呼とします。 

   ・最終点呼 下記の時間に行いますので、選手の方は各中継所に待機してください。 

区間 中 継 所 最終点呼 

ｽﾀｰﾄ・1区 伊賀市教職員住宅前 9：45 

2区 伊賀森林組合駐車場 9：55 

3区 伊賀市上下水道部 10：05 

4区 伊賀森林組合駐車場 10：15 

5区 伊賀市上下水道部 10：25 

 

４ スタート  全部門 （１０時００分）            ＜伊賀市教職員住宅前＞ 

 

５ お楽しみ抽選会 （１２時０５分）             ＜ゆめぽりすセンター駐車場＞ 

 

６ 閉会式（１２時３０分）                    ＜ゆめぽりすセンター駐車場＞ 

  （１）永年出場者表彰 

  （２）成績発表及び表彰 

  （３）閉会宣言 

 

７ 解散 

 

 

 ※結果はブログに掲載します。（１４時００分頃） 

   →伊賀地区駅伝競走大会公式ブログ http://igaekiden.iga-log.com/ 

http://igaekiden.iga-log.com/


第64回伊賀地区駅伝競走大会
駐車場図

伊賀市上下水道部

伊賀森林組合

伊賀市教職員住宅前

〇必ず係員の指示に従って駐車してください。
〇指定以外の駐車場の利用はお控えください。
※台数に限りがあるので、なるべくチームで乗り合わせて、閉会式会場へお越しください。

○①はチームで１台のみ駐車可能です。（駐車券必須）

図番 名称 指定

① ゆめぽりすセンター前駐車場 各チーム１台・大会車両 ※駐車券必須

② ロート製薬第２駐車場 １区・１区付添い

③ ロート製薬第１駐車場 ２区・４区・２区、４区付添い

④ 旭ダイヤモンド工業駐車場 ３区・５区・３区、５区付添い

⑤ PLANT駐車場 大会役員・記者

⑥ 上野南公園（テニスコート前）駐車場 大会役員

１

２

４

３

５

６



2024（令和６）年１月９日定例記者会見（№４） 

担当連絡先 

人権生活環境部 人権政策課      

担当者名：岡森 

電話番号：0595-22-9683 

 

人権啓発パネル展の開催 

 

（１）目的 

多くの市民にさまざまな人権問題に触れてもらい、部落差別をはじめとするあらゆる差別の

解消をめざします。 

 

（２）展示内容 

①人権政策課 人権啓発パネル展 

  2016年 12月に『部落差別解消推進法』施行されました。この法律は部落差別の存在 

を国がはじめて認め、明らかにしたことにあります、しかし、今、なぜ部落差別解消推進法 

という新たな法律が必要にだったのでしょうか一緒に考えてみたいと思います。 

 

テーマ：「部落差別解消推進法」「障害者差別解消法」（チラシ添付） 

期 間：１月４日（木）～１月30日（火）平日のみ 午前８時30分～午後５時15分 
               伊賀市役所 本庁舎３階フロア （伊賀市四十九町3184番地） 

 

②寺田市民館 「じんけん」パネル展 

     繰り返される「感染症と差別」の関係性を学び、私たちには何ができるのかを紹介します。 

 

   テーマ：「感染症に起因する差別をなくすために」（チラシ添付） 

期 間：１月４日（木）～１月30日（火）平日のみ 午前９時～午後５時   

※１月９日（火）、16日（火）は午後７時30分まで延長 
              寺田教育集会所 第１学習室  （伊賀市寺田225番地）    

 

  ③いがまち人権センター いがまち人権パネル展 

     2015年に伊賀市が児童扶養手当を受給されている方を対象に調査したアンケート結果

とともに、「女性と子どもの貧困」を身近な問題として考えていただきます 

 

   テーマ：「女性と子どもの貧困」（チラシ添付） 

   期 間：１月10日（水）～１月25日（木）平日のみ 午前９時～午後５時 

        ※１月 11日（木）、18日（木）、25日（木）は午後７時30分まで延長 
                いがまち人権センター      （伊賀市柘植町8898番地）  
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基礎
き そ

調査
ちょうさ

での貧困率
ひんこんりつ

を見
み

ると、子
こ

どもがいる世帯
せ た い

での「大人
お と な

が二人
ふ た り

以上
いじょう

」が 8.6 ％
ぱーせんと

に比
く ら

べ、「大人
お と な

が一人
ひ と り

」は 44.5 ％
ぱーせんと

となっています。 また、生活
せいかつ

意識
い し き

の状況
じょうきょう

について、全世帯
ぜんせたい

は

51.3 ％
ぱーせんと

、母子
ぼ し

世帯
せ た い

では 86.7 ％
ぱーせんと

が「苦
く る

しい」と回答
かいとう

しています。 

１月
がつ

のパネル
ぱ ね る

展
てん

では、2015年
ねん

に伊賀市
い が し

が児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

を受給
じゅきゅう

されている方
かた

を対象
たいしょう

に調査
ちょうさ

した

アンケート
あ ん け ー と

結果
け っ か

とともに、「女性
じょせい

と子
こ

どもの貧困
ひんこん

」を身近
み ぢ か

な問題
もんだい

として考
かんが

えていただきます。 
 

≪１月
がつ

の人権
じんけん

・平和
へいわ

デー
で ー

≫ 

 １日
ついたち

 少年法
しょうねんほう

施行
し こ う

の日
ひ

（１９４９年
ねん

） 

 ４日
よっか

 あらゆる形態
けいたい

の人種
じんしゅ

差別
さ べ つ

の撤廃
てっぱい

に関
かん

する国際
こくさい

条約
じょうやく

 １９６９年
ねん

発効
はっこう

（日本
に ほ ん

は１９９５年
ねん

に加入
かにゅう

） 

 ９日
ここのか

 成人
せいじん

の日
ひ

  

 １７日
にち

 防災
ぼうさい

とボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の日
ひ

（阪神
はんしん

・淡路
あ わ じ

大震災
だいしんさい

 １９９５年
ねん

） 

 ２４日
か

 法律
ほうりつ

扶助
ふ じ ょ

の日
ひ

 （1952年
ねん

 法律
ほうりつ

扶助
ふ じ ょ

協会
きょうかい

の設立
せつりつ

日
び

）  

 ２６日
にち

 文化
ぶ ん か

財
ざい

防火
ぼ う か

デー
で ー

 

 ２７日
にち

 ホロコースト
ほ ろ こ ー す と

犠牲者
ぎ せ い し ゃ

を想起
そ う き

する国際
こくさい

デー
で ー

 

友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

を誘
さそ

い合
あ

って学習
がくしゅう

を深
ふか

めてください。心
こころ

よりお待
ま

ちしています 

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

パネル展
ぱ ね る て ん

 

【期
き

  間
か ん

】 ２０2４年
ねん

１月
がつ

１０日
と お か

（水
すい

）～２5日
にち

（木
も く

） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

～午後
ご ご

５時
じ

 

※ただし、土
ど

・日
にち

曜日
よ う び

は休館
きゅうかん

します。 

※１１日
にち

（木
も く

）、１８日
にち

（木
も く

）、２5日
にち

（木
も く

）は午後
ご ご

７時
じ

３０分
ぶん

まで延長
えんちょう

します。 

【展示
て ん じ

形式
け い し き

】 企画
き か く

パネル
ぱ ね る

 

【展示
て ん じ

会場
かいじょう

】 〒５１９－１４０２ 伊賀市
い が し

柘植
つ げ

町
まち

８８９８番地
ば ん ち

 

伊賀市
い が し

人権
じんけん

生活
せいかつ

環境部
かんきょうぶ

同和課
ど う わ か

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

 

電話番号
でんわばんご う

（０５９５）４５－４４８２ 

（最寄
も よ り

の Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

）名阪
めいはん

国道
こ くど う

上柘植
か み つ げ

Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

より、車
くるま

で約
やく

２分
ふん

 

 

 女性
じ ょ せ い

と子
こ

どもの貧困
ひ ん こ ん

問題
も ん だ い
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伊賀市本庁舎アート情報（1月展示）の開催 

 

 ≪発表内容≫ 

市民の誰もが文化芸術に触れる機会を提供するため、本庁内に市民ミニギャラリーを

設置し、展示作品を広く募集しています。今月の展示は次のとおりです。 

また、多くの皆さんに文化芸術に触れ親しんでいただくため、本庁舎１階にも市民の

作品や生花を展示します。 

 

（１）展示場所  伊賀市本庁舎４階 市民ミニギャラリー 

１階 玄関横 

（２）展示期間  １月４日（木）～１月31日（水） 

         午前８時30分～午後５時15分（市役所の開庁時間に準ずる。） 

※準備・撤去の都合により展示のない時間帯が生じる場合があります 

（３）展示内容 

〇【４階市民ミニギャラリー】 

伊賀市寄贈作品の展示  

書作品  芭蕉句  藪中
やぶなか

 恭 堂
きょうどう

 

〇【１階玄関横】 

伊賀市寄贈作品の展示  

   絵画「龍
りゅう

（重陽
ちょうよう

の菊
きく

）」 ほか 2点  穐
あき

月
づき

 明
あきら

 

〇華道（伊賀華道協会） 

１月４日 ～ １月５日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

１月９日 ～ １月 12日 池坊
いけのぼう

 

１月15日 ～ １月 19日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

１月22日 ～ １月 26日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

１月29日 ～ ２月２日 本能寺
ほんのうじ

 

（４）主 催 者  伊賀市 企画振興部 文化振興課 美術博物館建設準備室 

担当連絡先 

企画振興部 文化振興課 

美術博物館建設準備室 

担当者名：杉永 

電話番号：0595-41-0400 



2024（令和6）年１月９日定例記者会見（資料№６） 

担当連絡先 

健康福祉部 こども未来課子育て支援室 

担当者名：大西、南 

電話番号：0595-22-9665 

 

子育て相談広場「にんにんパーク」事業の開催 

 

発表内容 

（１）目的 

子育て相談広場「にんにんパーク」では、年間を通して、子育て中の親子が自然の中で

ふれあいながら、“走る”“投げる”“跳ぶ”などからだを使って遊べる広場を提供すると

ともに、普段子育て支援センター開所日に相談へ行けない保護者などが保育士に相談でき

る場を提供することを目的としています。 

 

（２）イベント内容 

趣向を凝らしたイベントを企画しており、多くの親子に参加いただけるよう今後のイベ

ント内容についてご紹介します。 

 

〇クルクル回るコマを作って遊ぼうの巻 

 日時：１月14日（日）午前10時～午前11時 30分 

 場所：伊賀市ゆめが丘七丁目13番地 

    上野南公園「にんにんパーク」内 

 内容：紙皿や牛乳パックを使ってコマを作ってクルクル回そう 

〇けん玉を作って遊ぼうの巻 

 日時：２月11日（日）午前10時～午前11時 30分 

 場所：伊賀市ゆめが丘七丁目13番地 

    上野南公園「にんにんパーク」内 

 内容：けん玉に色付けしたり、自分のけん玉を作ろう 

   ※状況により変更になる可能性があります。 

 

（3）主催者 

   伊賀市 健康福祉部 こども未来課子育て支援室 


